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新年にふさわしい写真から





この写真は富山県在住の写真家
イナガキヤスト氏の作品
•富山県魚津市雨晴海岸で撮影したモノ
•ここは国定公園
•遠浅の海岸で岩礁と小島
•富山湾を隔てて北アルプス
を望む

•地名の由来は源義経が東北
へ落ち行くときに突然の雨に
ここで晴れるのを待ったから







関東地方に大雪



関東地方の雪 一夜明けたら









2021年１月14日11時36分







新しい技術が常識を変える







地球に接近する小惑星



１月19日 地球に接近する小惑星
•1994年 オーストラリアの天文学者が発見

•1994PC１ と名付ける

•長径が１Km以上ある小惑星





１月19日 地球に接近する小惑星
•1994年 オーストラリアの天文学者が発見

•1994PC１ と名付ける

•長径が１Km以上ある小惑星

•太陽の周りを１年半の周期で回っている

•地球の周回軌道に近い部分を周回している

•1月19日6時15分

•地球と120万マイル（約193万Km）離れた所を通過

•直接の影響はないと考えられる

りゅうぐうは直径700ｍ







新型コロナ関連





感染者急増



南アフリカでは

４週間でピークに達し
そこから下降していく





新型コロナ感染の今後
•次々に出現する変異株の影響がどうなるか

• オミクロン株は感染力が強いが重症化しにくい

• 今後、変異しても重症化ﾘｽｸが減るのでは

• これが実現すれば良いが

• 重症急性呼吸器症候群（SARS） 2002～3年

• 中東呼吸器症候群(MERS) 2012年～

• ⇒散発的に発生している

• 重症化し致死率も高い



COVID19の今後
•MERSのような展開が考えられる

•対処法は徐々に確率されていく

•しかし根絶までは行かない可能性がある

•変異を繰り返していく

•インフルエンザと同様な感染症に位置づけられるか

•毎年ワクチンを接種して予防していくことになる

•流行を抑えられない 重症化・死者も出る

•人々のとらえ方としては比較的楽になる



新しい変異株か？
•専門家で意見
分かれる

•新しい変異株と
考える

•検査のミスで出
てきてしまった

•今後どう展開す
るのか



感染者激増
•オミクロン株の市中感染
が始まって異常なほど
感染者が増加

•沖縄は12月27日 ７人

• １月13日1817人

•原因は米軍基地からの
漏出

•本国出国時に検査なし

•市内にマスクなして出る



•国土の0.6％

•基地数70％

•31の基地と関
連施設

•人数は非公
開

•日米地位協
定により保護
されている



•岩国だけでな
く広島県側に
も影響

•横田や三沢
基地も問題
になっている

•アメリカの感
染者100万人
という圧力は
大きい









新型コロナウイルス感染症の今後
•2019年に始まったCOVID19の世界的流行

•アルファー株 デルタ株 オミクロン株へと変異

•大きな感染者数の山を作り出してきた

•ウイルス表面にあるスパイクタンパクに変異が

•今までは10か所以下の変異

•オミクロン株は32か所に上る

•感染力が極端に強くなった一方で重症化は低下

•感染・ワクチンによる人体の防御態勢が作られる



•右図のスパイクタンパ
ク質に変異が生ずる

•コピーミス

•感染させないため受容
体の所にくっつくのが
抗体

•変異が32もあると抗体
をすり抜けるコロナウ
イルスが出てくる

•抗体側も対応力がつく



マスクの効果
•マスクは必需品

•不織布がベスト

•二重にするとさらに効
果大



2022年はどんな年になるか



皆さんはどのようなことを
考えますか？



国内外 様々な面で大きな問題
•国内問題

•新型コロナの影響は何処まで続くか

•夏の参議院選挙

• 自民党の新派閥 菅派が結成か

• 菅・二階・石破・森山派などが結集

•米韓の選挙の影響

• アメリカ中間選挙 民主党・共和党の対立

• 韓国大統領選挙 誰が大統領になるか

フランス大統領選挙等もある

自
国
中
心
主
義
者



•中国共産党大会 周近平 国家主席継続か

• 台湾をどうするのか

• 経済の低迷が生ずるのか

• 恒大集団等の処理 共同富裕政策





•中国共産党大会 周近平 国家主席継続か

• 台湾をどうするのか

• 経済の低迷が生ずるのか

• 恒大集団等の処理 共同富裕政策

•アメリカとの対立

• 日米韓の協力体制は

•オーストラリアの選挙 モリソン首相派劣勢

• 対中国包囲網に変化は

•温暖化防止問題にどう対応するのか



カザフスタン問題が発生





ロシアがカザフスタンに派兵
•CSTO 集団安全保
障機構
•1992年に発足
•2004年に現在の形
•ソ連時代のWTO
ワルシャワ条約機構
を見本
•2007年平和維持部
隊創設



ロシア

カザフスタン
アルメニア

ベラルーシ

キルギス
タジキスタン

ウクライナ

・カザフスタン内のロシア人の
分離独立に繋がらないか
・ウクライナ問題にも影響



少し違う状況
•ウクライナもカザフスタンも経済成長著しい

•ウクライナとカザフスタンの差

•ナザルバエフ前大統領 民族融和政策

•首都をロシア人の多い北部に移転

•対ロシア人への差別や攻撃はない

•中国との間に安全保障を確約

•ウクライナ問題でロシアを批判

南部アルマトイ



今回の派兵で一変したバランス
•カザフスタンでLPG（液化石油ガス）の価格高騰

•国民の不満爆発

•大規模なデモに発展

•政府側との衝突で死者も

•現トカエフ大統領が警告なしで発砲を許可

•前大統領の影響を排除しロシアへ状況収拾依頼

•一瞬にしてウクライナと同様になる危険性が生じた



カザフスタン問題が終結
•集団安全保障機構の平和維持軍

•ﾛｼｱ ｷﾙｷﾞｽ ﾍﾞﾗﾙｰｼ ｱﾙﾒﾆｱ

•１1日に作戦終了

•テロリストを一掃し秩序回復

•カザフスタン大統領が感謝の意

•プーチン氏 ウクライナ問題で強硬
姿勢を崩さず

1月13日朝日朝刊

たった３日間



香港問題がさらに緊迫



高まる中国の圧力

・香港の民主化勢力
の影響低下
・メディア側は自主的
に撤退というが
・中国政府、香港議
会の圧力
・議会での民主派議員はいなくなる
・今後どのような状況になるのかがポイント





香港問題がどう発展するのか
•香港の自治がこれだけ抑え込まれている事の影響

•一国二制度という飴は飲めるのか

•香港の自由が制限されると二制度は成立しない

•台湾が受け入れる余地はあるのか

•建国の時に内モンゴルを中国領内にとどまる選択

•高度な自治を約束

•文化的自治のみだった
文化大革命時には34万人が
逮捕され2.8万人が殺害された



アフガニスタン情勢
今回はニュース映像を中心にアフガニスタン
の現状をお伝えする





アフガン情勢

•タリバン政権が発
表

•国軍を再編

•特殊部隊の中に
自爆部隊創設

• IS対応と説明

•非人道的な行為

神風特攻隊と同じ


